
co\u 日本共産党芦屋市議団が1971年 に

結成されて今年の5月 14日 で50年になり

ます。

社会情勢や市政の課題、所属議員の増減

など「山あり谷あり」の半世紀でしたが、「市

民こそ主人公」をつらぬいてきた半世紀であ

り、市政に市民の声を届けるために努力を

続けてきた50年でした。これからも誰もが

安心して暮らせる市政への民主的発展めざ

し、議員団一九となって頑張ってまいりま

す。今後とものご支援をよろしくお願い申し

上げます。       (市 議団一同)
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2021年 No.218
発行機圏本共産党爾艤市議会議量爾
住所 :〒659-8501 芦屋市精道町7番 6号

電話:079738-2047(FAX兼 )Eメール:a」 cp@helen.ocn.nejp
大正橋たも 1岸 に大きく を咲かせてい

第一回定例市議会 (予算議会)が 2月 16日 から3月 22日 まで開かれまし

た。会派代表による本会議総括質問には、日本共産党から川島あゆみ議員

が立ちました (右記参照 )。 予算案に対して、予算特別委員会ではひろせ久

美子議員が、本会議では平野貞雄議員が全12会計の内、一般会計など9

会計予算案に賛成、介護保険会計など3会計予算案には反対の立場で討

論を行ないました。

討論では、子育て支援の拡充や市立幼稚園の3年保育導入 (今年は岩園

で試行)な どの積極面、前進点を評価しつつ、芦屋も例外ではない貧困と

格差の拡大や自己責任強調の「自助・共助・公助」論への対応などでの市

政の課題を指摘。また適切な情報発信への市広報のあり方、集会所など公

共施設の存廃についての市民合意の形成などいくつかの点で  庭軍薔
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芦屋駅南地区再開発関連については2面をご覧下さい)。

F暑 染拡大の中でのGoToトラベルなど、国の施策の矛盾等から市

～｀
民生活を守るのは地方自治体の役目であることを強調し、市独

自の支援策や取り組みが必要だと訴えました。

芦屋保健所の統廃合計画 (窓□機能を残して「分室化」し、宝塚保

健所と統廃合する)に ついては、保健所の存続・拡充を市民が求め、昨

年の9月 議会では市議会が全会一致で「存続・拡充を求める請願」に賛

成し、県に意見書を提出しています。市長がリーダーシップを取つて、

県に「独立した保健所」として存続を求めるよう訴えました。当局から

は「市民サービスに関わる部分は残せるように県と協議していく」とい

う答弁を得ました。

国が2025年までに40人から35人以下の少人数学級に引き下げ

る事に踏み出しました。運動の大きな成果で―歩前進です。兵庫県は4
年生までがすでに35人学級であり、国基準よりも進んでいます。前倒

しで 5・ 6年生の少人数学級化を進める考えはないかと質しましたが

「県の動きを待つ」という答弁でした。現状で35人学級になつた場合で

セ、「教室の増著はセ要督く対応Flる」|い ?早今も ハ  ′甲、
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一歩先へ進めることが必要だと考えます。(かわしま)

■■

常任委員会・予算分科会審査で市民の声を届けました

籐 鰺 鑢
蛛 鶯 任 鑢 量

現年度・新年度議案で一般会計補正予算を審査し

ました。現年度ではマイナンバーカードの普及のための

予算について質疑をしました。芦屋市は阪神間でも高

い普及率でカードが発行されていますが、さらに進め

るためのシステム改修費です。マイナンバーカードは、

健康保険証やマイナポイント還元など便利さをアピー

ルしています。しかし、「デジタル改革」と称して自治体

との情報一元化を進める国が国民の情報を入手するこ

とで個人監視につながり、また個人情報の漏洩など懸

念は払拭できません。市にはその問題意識 とともに

市民の個人情報管理の徹底を求めました。

国の第3次補正予算が決定し、地方創生臨時交付金

として芦屋ではトータルで980,542千 円がワクチン接

種をはじめ新型コロナウイルス対策などに充当されて

います。

委員会では、介護保険料の改定が議案として提出さ

れました。低所得層への軽減措置はとられましたが、コ

ロナ禍で市民が苦しむ中での値上げには反対しました

(賛成多数で可決)。

予算分科会の審査では、高齢者バス運賃助成事業

費について、地域によって不公平感があることが毎年取

り上げられています。助成が使えない地域の高齢者に対

し、外出を手助けする施策を求めました。特にコミュニ

テイバスの運行について積極的に進めるよう要望しま

した。

また、学童保育の民間委託にかかる費用が年 増々加

しています。そもそも公設公営から民間委託にするとき

に、指導員の確保が難しいことを理由としていました

が、処遇改善して募集することもできたはずです。改め

て、公設公営の学童保育を堅持することを求めました。

建設公営企業常任委員会は、建設関係・都市計画関

係と共に公営企業会計となっている市立芦屋病院、上

下水道事業も所管となっています。現在、国の公立病院

改革ガイドラインや地域医療構想で病床削減が方向づ

けられるなど、総量としての医療抑制が進められていま

すが、コロナ禍で医療や福祉に余裕のない体制になっ

ていたことがクローズアップされたことをふまえ、市民

の命と健康を守る病院としての努力を求めました。

一般会計や水道事業会計での民間委託の多さも指

摘し、設計業務などは職員のスキルアップになり、それ

は市の財産にもなることであり、体制を強化して自前で

行う努力を求めました。

補正予算や新年度予算案ではJR芦屋駅南地区の再

開発問題も審査・議論になりました(2面 に関連記事掲

載)。

も女性には選挙権がありませんでした。憲法で地方自治

が規定されている今と|よ違う地方制度の下での「芦屋市」

でした。一つの地域共同体としての80年を祝う中にも歴

史の教訓を生かす視点を持ちたいものです。 (ひ らの)

昨年11月 10日で芦屋市の市制80年でした。コロナ禍で

記念事業 |よ中止や延期でいくつかは今年実施されます。

80年と言つても戦後に現憲法が施行される1947年まで

の7年間は旧憲法下で市長は非公選 (国が任命)、 市議選
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一般会計など9会計に賛成、3会計に反対
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凸 釜二交換鸞任委員

川島あゆみ
'‐

1:1111豊1070(5037)9134
1‡選簸kawashima.ayumi.san.1
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コロナ対策など4つのテーマで 総括質問
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綸瞑饉鰈翡晰不儡戌鼈鰊蝙莉饒靡艤鰊鶯⑬綸骰躙
新型コロナウイルス感染症については、国の対応の不十分

さが際立ち、自治体としての対応に制約があるとは言え、国や

市には、市民に対して暮らしの保障とPCR検査の抜本的拡

充で感染拡大に歯止めをかけるなど、命と暮らしを守る責務

があります。収束の見通しがいまだ見えない中で、引き続き

市民生活の現状を伝え、対策の強化を求めていきます。

私たちも引き続き、マスクの着用や手洗い、大人数での会

食を控えるなど日常の感染予防に努めましょう。

新型コロナはじめ、こ要望やご意見・ご相談は

日本共産党芦屋市議団まで
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高齢者優先でお手元にワクチン接種券も届き接種が始まります。

集団接種場所は、中学校区ごとに下記公共施設で行われます。

山手→市民センター/精道→福祉センター/潮見→潮芦屋交流センター

事尋督…識11イ ン壼― (平日9時～17時半 土日祝]0時～16時 )

瘍鬱蛉鬱饒塚籟輻瘍玲鰤蒻

斃鍋摯鐵動機綴 :轟…

1■欝罐削脩麟罐酬畿躙 鍮 (平日9時～17時半)

鰈鬱脩鬱轟颯絃難瘍マ鰈ヲ

※第3日曜日は除く
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3月 議会では、再開発事業に関する予算 (一般会計、特別会計2件)が計上されましたが、自民・

公明などの議員により、事業手法を「街路事業」に変更することを求めて「修正案」が提出され、賛

成多数で可決されました。なお、前回と違い市長による「再議」は行われませんでした。

日本共産党としては、長きに渡る議論で決まった手法を、このタイミングで変更することは無

用な混乱を招くことから反対という立場を取りました。

綺晰綺蝙洟麒FN鼈饒輻靱饉夢は陽橙綺瘍勿

平成10年に地権者を含む地域住民による「まちづくり研究会 (後に協議会)」が立ち上がりまし

た。しかし、震災後の財政事情で事業着手が延期され、その後平成23年に再開しました。

事業手法は大きく3つの手法 (再開発、街路、土地区画整理)が検討されていました。「まちづく

リニュース」にはそのことを示す記事が掲載されています。

各事業手法には、それぞれメリット・デメリットがありま

す。しかし、度重なる議論がなされ、最終的に地元地権者

のみなさんが、駅前のエリアに残つて営業・生活を続け

たいという希望が多かったことから、「再開発事業」にた

どり着いています。私たち日本共産党としても、その積み

上げてきた決定過程を尊重しています。

‐魏鶉

_卜 屋市は、人口減少に伴う行財政改革
Fヨ の一 :[果 で市内の「公共施設の最適

化構想」と銘打って公共施設の統廃合計画

を昨年の12月 議会で発表しました。「最適

化構想」で明確に記されているのが打出教

育文化センターと春日集会所の統廃合で
,「 ++h耳二/卜 [≡11~■‐⌒ラオ|■‐「『ヨ
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た突然の発表でした。

「春日集会所の存続を」と地元住民から

運動が広がり、議会に請願も出され全員

一 致 で採 択 され ま した 。賛 同の署 名

3,602筆が市長に提出され、今も集まり

つつあります。請願審査では「まちづくり

は市民と一緒に」と訴え、市は市民の運動

にもおされ、「地元との協議は続けていく」

と表明しています。

「公共施設の最適化構想」は、春日集会

所だけではありません。8つ のプロジェク

トからなり、学校園や文化施設、体育館や

シーサイド地域、市営住宅などを対象に再

配置や統廃合が進められる計画です。公共

施 設 は市民 の財産 で

す。まちづくりは「市民 qν

が主役」でなければなり

ません。  (ひ ろせ )
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なお、3月議会の会期中に再開発調査特別委員会が2回開催されました。内容は「広報番組及

び広報あしやについての調査」でした。芦屋市の広報番組である「あしやトライあんぐる」の中で、

再開発事業に関わる内容が、行政の主張に重点を置いているという主旨で、一部の議員が当局に

「放送中止を求める申し入れ」をしたことをふまえたものです。

日本共産党としては、市民合意をはかるために、現状や今の事業手法にたどり着いた経緯経

過を分かりやすく知らせていくことがむしろ必要だと考えています。      (か わしま)
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午後2時～ 午後6時～ ■|■ ■́ |■

芦屋市民センター別館114室 芦屋市民センター208室
濱本由弁護士(あ いおい法律事務所)と市会議員が

ご相談をお受けします。当日の受付は午後7時まで。
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5月 8日 (土 )

午前10日寺～12日寺
ラポルテ憩いの広場

3月 定例議会の報告

.   |~        _

(JR芦屋駅北コープデイズ西回前)

中村明税理士と市会議員がご相談をお受けします。
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芦屋市議会では、すでに策定済の災害時における議会の機能

継続計画(BCP)の「感染症対策版」を前年度につくり3月 に訓練

もしました。清潔で質実な市議会の実現へ「虚礼廃止決議」を改

定し、議員倫理条例の見直しや議員の産体・育体の規定も新たに

設けるなど、時代や不測の事態に対応できる市議会へ改革を続

けています。また、芦屋市議会の歴史をまとめた80年史が完成

し、市議会や図書館、議会HPで

こ覧いただけます。 日本共産党芦屋市議団
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お手元に接種券が届きます。

お待ちください。

鐵

が選ばれた経緯経過を踏まえた対応を

奪
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